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アルビレックス新潟後援会
２０２０年度状況報告



１．会員数・財政支援金状況

2016 2017 2018 2019 2020

個人会員 9,345 9,249 8,747 8,806 8,765

法人会員 881 850 818 843 814

財政支援金 11,200 10,749 10,000 11,230 13,169
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（単位：万円）

＜過去５年間の会員数・財政支援金状況＞

年度 個人会員 法人会員 財政支援金

1995 93 22 1,370

1996 237 198 761

1997 240 180 640

1998 2,382 788 2,300

1999 3,070 685 3,500

2000 4,815 1,074 4,000

2001 4,135 1,055 4,000

2002 5,061 1,016 5,000

2003 6,158 1,099 8,150

2004 9,751 1,356 9,530

2005 10,791 1,310 12,970

2006 10,410 1,309 9,930

2007 10,120 1,293 9,400

2008 9,831 1,178 8,325

2009 9,589 1,089 10,035

2010 9,186 1,013 10,226

2011 8,994 960 9,481

2012 8,679 950 9,635

2013 9,014 942 10,348

2014 9,223 950 11,227

2015 9,300 930 11,836

2016 9,345 881 11,200

2017 9,249 850 10,749

2018 8,747 818 10,000

2019 8,806 843 11,230

2020 8,765 814 13,169

※全実績



２．会員構成状況ー①

会員属性 会員数 前年度比（2019年度）

個人会員 8,765 -41（8,806）

法人会員 814 -29（1,843）

＜継続率・新規入会数＞

継続 継続率 前年度比（2019年度）

8,153 92.6% -1.0%（93.6%）

779 92.4% -2.2%（94.6%）

新規 前年度比（2019年度）

612 -7（619）

35 -34（169）

種類 個人会員 法人会員 合計 割合

振込・現金 2,070 495 2,565 26.3%

口座振替 3,781 424 4,205 43.2%

クレジットカード 2,914 40 2,954 30.3%

※２０２０年度会員数

※支払方法内訳

＜個人会員の年齢比・男女比＞

■男女比

男性
（6,621）
75.5％

女性
（2,140）
24.4％

不明
（4）
0.1％

■年齢比

50代
（2,584）
29.5％

60代
（1,883）
21.5％

40代
（1,752）
20.1％

30代
（624）
7.1％

20代
（355）
4.0％

10代
（237）
2.7％

70代以上
（854）
9.7％

不明
（467）
5.3％

9歳以下
（9）
0.1％

※平均年齢：52.9歳
前年度比：-1.9歳
（2019年度：54.8歳)

※自動継続対象（口座振替・クレジットカード）73.5%



３．会員構成状況ー②

＜入会年別＞

＜地区後援会別＞

県外地区 合計

首都圏地区 724

関西地区 37

郡山地区 25

その他 147

年 個人会員 法人会員 合計 割合

1994～2000 760 276 1,036 10.8%

2001～2005 3,616 229 3,845 40.2%

2006～2010 1,188 93 1,281 13.4%

2011～2015 1,324 97 1,421 14.8%

2016～2020 1,877 119 1,996 20.8%



４．２０２１年度会員進捗（3月時点）

会員属性 会員数 前年度同時期比

個人会員 7,889 -75

法人会員 670 +-0

継続 継続率 前年度同時期比

7,735 88.0% +1.0%（87.0%）

666 81.7% +2.7%（79.0%）

未継続 前年度同時期比

795 -51（846）

124 -30（154）

２０２１年度会員進捗（3月時点）

※内訳

新規 前年度同時期比

154 -138（292）

4 -2（6）

・会員継続は前年度より早いペースで推移。
→2月～3月にかけて未継続者への継続依頼（tel）を繰り返し実施。

・3月まで未継続者への継続依頼を優先的に行ってきたが、今後夏場にかけて会員拡大（新規入会数増）に向けて各施策実施予定。


